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【研究の内容】 

 国際北極科学委員会（IASC）が推進する国際プロジェクト MOSAiC (Multidisciplinary drifting 

Observatory for the Study of Arctic Climate)に関する国内外の調整・情報収集を行い、研究者ネット

ワークの構築を図った。特に、国内外の WS の参加や外部資金への申請等によって、既存の研究者

ネットワークがより強固となるとともに、数値モデル分野については国内の研究者の一層の参画を促

すことに成功した。 

 MOSAiC 関連の国際 WS は 4 月にプラハ、11 月にサンクトペテルブルグで開催され、各研究分野

の WG 内で情報収集すると共に、日本が担当する観測やモデリングの情報を MOSAiC 国際チーム

へインプットした。また、国内数値モデルコミュニティーとの情報交換（全球雲解像モデル NICAM、

領域雲解像モデル NHM-SMAP）を行い、外部資金（科研費基盤研究 S/A）や J-ARC Net 萌芽的異

分野連携共同研究の申請に至った。さらに、国際シンポジウムにおける MOSAiC 関連のセッションを

ISAR-5（東京）と北方圏国際シンポジウム（紋別）において企画し、海外研究者には日本の MOSAiC

への取り組みの紹介、国内向けには日本の MOSAiC 国内対応の進捗を示し、本共同推進研究事業

が大いに役立った。また、MOSAiC に導入する観測機器の調整を厳冬期のオホーツク海やサロマ湖

で行い、本共同推進研究予算を本番へ向けての準備活動に有効活用した。 

 上記活動により、MOSAiC プロジェクトの中心的活動であるドイツ砕氷船での乗船観測計画、観測

船「みらい」やニーオルスン基地の利用、国内数値モデルの改良など、当該プロジェクトに参画する



ことで、日本の北極域研究が大きく進展する可能性が極めて高いことが分かった。平成 29 年度の準

備活動により、大気・海氷・地球化学・物質循環等の分野をカバーした観測・モデリング体制が整い、

予備的研究から具体的な研究の実施に移行する段階に到達した。平成 30 年度は、MOSAiC 漂流

観測の開始前年ということもあり、観測の詳細を海外研究者と詰めるとともに、数値モデルの事前相

互比較実験など、大きな動きがある。より上位の予算獲得によって観測・モデル研究を結実させるこ

とが次のステップとなる。 
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